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　労働分配率とは、企業が生み出した付加価値のうち、人件費が占める割合を示
す指標です。この間の財界・大企業最優先の政治が、所得の再配分を壊しただけ
ではなく、労働者への富の配分も奪ってきました。
　労働分配率をみても２０２４年度は１９７３年度以来の低水準となり、大企業は
２０１２年度の５０％台から減少しています。財務省「法人企業統計調査」では、
大企業は４５％となっています。

　ＪＲ東日本の労働分配率は４０％程度で低く抑えられており、稼いだお金が株主
や投資家と大型開発工事に向けられてきました。

【ＪＲ東日本（単体）労働分配率の推移 】


